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１ はじめに 

（１）人口ビジョンの更新にあたって 

平成 26 年に、人口減少と東京一極集中の課題に国を挙げて取り組むため、人口の現状と将来

の姿を示し今後めざすべき将来の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生⾧期ビジョン」およ

び今後５か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」が国において策定されました。各都道府県および市区町村においても「人口ビジョン」

や「地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定され、持続可能なまちの実現に向けて、地

域特性を活かした取り組みが進められています。 

第１期の総合戦略が策定されてから 10 年が経過し、その間、国立社会保障・人口問題研究所

（社人研）において新たな将来推計がなされ、また、国は新たに「地方創生 2.0」として、人口

減少を受け止めながらの地域の発展に向けた地方創生のあり方について示したところです。デジ

タルをはじめとした新しい時代の流れを活用しつつ、これまでの成果を検証・精査しながら、継

続的に地方創生の取り組みを進めていくことが求められています。 

 

（２）人口ビジョンの位置づけ 

人口ビジョンは、本町における人口の現状を分析するとともに、人口に関する認識を住民と共

有しながら、今後めざすべき将来の方向性と人口の将来展望を提示するものです。 

また、度会町総合戦略においても、人口ビジョンと同時に見直しを進めており、まち・ひと・

しごと創生の実現に向けた効果的な施策を企画立案するうえで、人口ビジョンとの整合性を図っ

ています。 
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２ 度会町の人口の現状分析 

（１）度会町の人口動向分析 

①総人口の推移と将来推計 

本町の総人口は、1950 年から 1970 年まで減少しましたが、その後は緩やかな増加に転じて

います。しかし、2004 年をピークに減少に転じており、現在に至るまで減少が続いています。 

人口減少は全国的な現象であり、全国および三重県でも 2008 年より減少に転じています。

社人研の将来推計によれば、今後も減少が続くと推計されており、2070 年時点で全国は約

8,700 万人、三重県は約 100 万人、本町は 2,666 人になる予測となっています。 

 

図表１｜総人口の推移と将来推計（1950 年を１とした場合） 

 

 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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②年代別人口構成と推計 

年代別人口の推移をみると、生産年齢人口（15～64 歳）は 1990 年から減少が始まり、今後

は減少の速度が速まると推計されていますが、老年人口（65 歳以上）もまた 2025 年より減少

に転じる推計となっています。また、年少人口（0～14 歳）は 1985 年から減少しており、今

後も減少が続くと推計されています。 

年代別人口構成比率の推移をみると、老年人口の割合は急激に上昇し、55％以上まで上昇が

継続すると推計されています。 

 

図表２｜年代別人口の推移と将来推計 

 
 

図表３｜年代別人口構成比率の推移 

 
出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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③人口構造の人口ピラミッドによる比較 

人口ピラミッドで人口構成の推移をみると、1980 年頃には 50 歳代以下の比較的若い年齢層

が多い構成になっており、2020 年では 60 歳代以上の高齢層が多い構成になっています。 

2020 年時点の人口構造の特徴として①20 歳代人口の急激な縮小、②前期高齢者となった団

塊の世代（主に 65～74 歳）、③後期高齢者の増加が挙げられます。社人研推計では 2020 年以

降もこの傾向が続くと予想されており、ピラミッド底部（若年層）の減少と上部（老年層）の

増加の進展により、後期高齢者が人口の大部分を占める人口構造が見込まれています。 

 

図表４｜人口ピラミッドの推移 

 

 
 

 
 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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④出生・死亡・転入・転出の推移 

出生と死亡の推移（自然動態）についてみると、継続して死亡数が出生数を超過する状況と

なっています。現状として、出生数の減少と死亡数の増加が進んでおり、自然動態はマイナス

方向に拡大しつつあります。 

転入と転出の推移（社会動態）についてみると、年によって規模に差はあるものの、転出数

が転入数を上回る状況が続いていました。一方で、近年は転出数が減少傾向にあり、社会動態

は改善しつつあります。2023 年には、転入数が転出数を上回るなど、人口減少対策の効果が

表れている可能性がうかがえます。 

 

図表５｜出生・死亡及び自然動態の推移 

  
 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査 

 

図表６｜転入・転出及び社会動態の推移 

  
出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査 
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⑤地区別総人口の推移と推計 

地区別総人口の推移をみると、最も多い内城田地区では 2005 年まで人口増が続いていまし

たが、それ以降は減少傾向に転じています。中川、小川郷、一之瀬地区については 1995 年よ

り継続的な減少傾向となっています。 

 

図表７｜地区別総人口の推移と推計 

 

 
 

図表８｜地区別総人口の増減率（1995 年を１とした場合） 

 

 
 

出典：国勢調査、国土交通省国土技術政策総合研究所 
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（２）自然増減の要因分析 

①合計特殊出生率の推移 

【全国の推移】 
全国の合計特殊出生率は、1973 年に人口置換水準（人口を維持するために必要な出生率）

である 2.07 を下回り、減少し続けましたが、2005 年の 1.26 を底に 2015 年には 1.45 まで回

復しました。しかしながら、それ以降は一貫して減少傾向が継続しており、2024 年時点の合

計特殊出生率は 1.15 となっています。 

 

図表９｜合計特殊出生率の推移（全国） 

 
 

出典：人口動態統計 
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【度会町の推移】 
本町の合計特殊出生率は増減を繰り返しながら推移していますが、2021 年以降は上昇傾向

が続いており、2023 年時点の値は 1.42 となっています。 

また、2023 年時点の合計特殊出生率を三重県下自治体と比較した場合、度会町は第４位と

なっています。 

 
図表１０｜合計特殊出生率の推移（度会町と近隣市町および三重県との比較） 

  
 

図表１１｜2023 年時点での三重県下の状況 

 
出典：統計でみる三重のすがた 
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②未婚率の推移 

本町の 15～49 歳での未婚率についてみると、女性未婚率は県および国よりも低くなってい

る一方で、男性未婚率は県および国よりも高くなっています。また、未婚率は年々上昇傾向に

あり、特に男性未婚率の上昇が大きくなっています。 

年代別でみた場合、男性は 25 歳以上、女性は 35 歳以上で未婚率が上昇しており、晩婚化が

さらに進行していることがうかがえます。 

 
図表１２｜15～49 歳の未婚率の比較と推移（全国・三重県・度会町） 

 
出典：国勢調査 

 

図表１３｜直近 10 年間の男女別 15～49 歳未婚率の推移 

  
出典：国勢調査 
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③有配偶出生率の推移 

有配偶者の出生率は、国・県ともに 2020 年にかけて大きく低下しており、本町においても

同様の傾向がみられます。 

2020 年の本町の値は 56.7（千人あたり）となっており、国や県と比べて著しく低い水準に

あることがわかります。 

 
図表１４｜15～49 歳の有配偶出生率の比較と推移（全国・三重県・度会町） 

 
出典：地域少子化・働き方指標 
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（３）社会増減の要因分析 

①年代別転入転出者数 

直近５年間の社会増減の動向を年代別にみると、15～29 歳の年代の転出超過が顕著になっ

ている一方で、30～40 歳代及び 0～9 歳の転入超過がみられます。これは、進学や就職を機と

した町外への流出が進む一方、ファミリー層が本町に転入してきていることを示しています。 

なお、近隣町と人口動向を比較すると、玉城町においてファミリー層の転入が進み、大紀町

や南伊勢町で全世代の転出超過が継続していますが、本町はその中間的な傾向にあることがう

かがえます。 

 

図表１５｜2020～2024 年における年齢別転入出超過数 

 
出典：住民基本台帳人口移動報告、住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査 

 

図表１６｜2020～2024 年における年齢別転入出超過数割合の比較 

 
出典：住民基本台帳人口移動報告、住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査 
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②転入元・転出先の現状 

2024 年における社会増減の転入元と転出先をみると、転入者は 145 人中 99 人が三重県内

から転入しており、転出者は 190 人中 134 人が三重県内への転出となります。転入元・転出先

ともに伊勢市が最も多く、松阪市や津市、玉城町や南伊勢町間での移動もみられます。 

 
図表１７｜転入元・転出先地域 

 

度会町への転入元（2024 年） 度会町からの転出先（2024 年） 

三重県 99 人 三重県 134 人 

 津市 17 人  津市 11 人 

松阪市 12 人 松阪市 32 人 

伊勢市 25 人 伊勢市 41 人 

南伊勢町 11 人 玉城町 13 人 

その他の市町 34 人 その他の市町 37 人 

愛知県 13 人 愛知県 14 人 

その他の県 33 人 その他の県 42 人 

総数 145 人 総数 190 人 
出典：住民基本台帳人口移動報告 
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③昼夜間人口比率（通勤・通学の実態） 

2020 年における本町の昼間人口と夜間人口を比較すると、夜間人口の方が昼間人口よりも

1,705 人多く、昼夜間人口比率は 78.27％で、三重県下でも特に低い値となっています。本町

では伊勢市、玉城町、南伊勢町からの通勤・通学者が多く、伊勢市、松阪市、玉城町への通勤・

通学者が多くなっています。 

 

図表１８｜昼間人口と夜間人口の内訳（2020 年） 

 
 

図表１９｜度会町の流入・流出人口（2020 年） 

 

 
図表２０｜三重県市町の昼夜間人口比率順位（2020 年） 

 
出典：国勢調査 

昼間人口

町外からの通勤・通学者： 1,001人

町内の通勤・通学者 ： 1,856人

それ以外 ： 3,285人

合計 ： 6,142人

夜間人口

町外への通勤・通学者 ： 2,762人

町内の通勤・通学者 ： 1,856人

それ以外 ： 3,229人

合計 ： 7,847人

伊勢市 466 伊勢市 1,318

玉城町 156 松阪市 378

南伊勢町 69 玉城町 290

松阪市 67 明和町 133

志摩市 42 津市 132

多気町 39 多気町 125

明和町 37 南伊勢町 88

大紀町 34 大台町 55

その他県内他市町 64 その他県内他市町 140

他府県 12 他府県 43

度会町からの通勤・通学者（流出人口）度会町への通勤・通学者（流入人口）

1 いなべ市 110.41 11 紀北町 96.67 21 桑名市 92.75

2 伊賀市 106.92 12 玉城町 96.50 22 大紀町 90.20

3 鳥羽市 106.01 13 大台町 95.99 23 名張市 88.37

4 四日市市 104.70 14 御浜町 95.70 24 明和町 88.27

5 多気町 104.49 15 松阪市 95.69 25 紀宝町 87.20

6 尾鷲市 102.97 16 川越町 95.19 26 東員町 87.01

7 津市 102.85 17 木曽岬町 95.17 27 菰野町 84.61

8 熊野市 101.81 18 鈴鹿市 94.65 28 朝日町 83.15

9 伊勢市 100.16 19 南伊勢町 94.29 29 度会町 78.27

10 亀山市 99.86 20 志摩市 93.40 98.59県平均
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（４）町内産業の状況 

①就業者の推移 

本町の就業者は、1980 年から 1995 年にかけては増加していますが、人口が減少し始める

2005 年から 2020 年にかけて約 15％減少しています。 

産業別の就業者数の推移をみると、第１次産業及び第２次産業は一貫して減少傾向が続いて

います。一方で、増加傾向が続いていた第３次産業の就業者数もまた減少傾向に転じており、

就業者数の全体的な減少がみられます。 

 

図表２１｜就業者数および就業者数・労働人口比率の推移 

 
 

図表２２｜産業別就業者数の推移 

 
出典：国勢調査 
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②町内総生産の推移 

町内総生産は 2016 年から増加傾向にあり、2021 年時点での総額は約 156 億円となってい

ます。内訳をみると、第１次産業はほぼ横ばいである一方、第２次産業は 2016 年以降は継続

して上昇傾向となっています。第３次産業は本町の総生産の大部分を占めていますが、近年は

緩やかな減少が続き、2018 年や 2020 年には 100 億円を下回る水準となりましたが、2021 年

には再度増加に転じています。 

 

図表２３｜町内総生産の推移と内訳 

  
 

 
出典：三重県市町民経済計算 
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【産業別町内総生産】 
本町の第１次産業における総生産の大部分は農業が占めており、増減を繰り返しながらもほ

ぼ横ばいで推移しています。林業もまた横ばいで推移していますが、2021 年の総生産額は約

1.4 億円で、過去 10 年と比べて特に高い水準となっています。 

 
図表２４｜第１次産業町内総生産の推移 

 
出典：三重県市町民経済計算 

 

第２次産業は近年総生産を伸ばしている領域であり、全体としては建設業と製造業の増加傾

向がその背景となっています。また、近年は鉱業も総生産が増加しており、2021 年の総生産

額は約 6.5 億円で、2011 年と比較して約 2.5 倍の水準となっています。 

 
図表２５｜第２次産業町内総生産の推移 

 
出典：三重県市町民経済計算 
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第３次産業では、政府サービスとサービス業が大きく、二つのセクターで第３次産業の約６

割を占めています。2020 年以前は全体として減少傾向にあり、サービス業の総生産がほぼ横

ばいである一方、卸売・小売業の総生産は減少が続いています。 

 

図表２６｜第３次産業町内総生産の推移 

 
出典：三重県市町民経済計算 

※政府サービスには、中央政府（国出先機関）、地方政府（県、市や町）などの行政機関のほか、 

社会保障基金や事業団の一部など特定の非営利団体が含まれる。 
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（５）将来推計からみる人口動向の分析 

第２期人口ビジョン策定後の 2023 年、国立社会保障・人口問題研究所は 2020 年の国勢調

査結果に基づいた「日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計」（以下、「社人研推計」と

いいます。）を公表しています。 

この社人研推計が現時点で入手可能な最新の推計人口である一方、2020 年以降の人口移動

のトレンドは反映されていないことより、本町の住民基本台帳人口を用いて補正を行った社人

研推計を独自に作成し、現行ビジョン及び社人研推計と比較分析を行います。 

 

図表２７｜将来人口推計の条件 

推計の種類 条件 推計に使用した人口データ 

現行 

人口ビジョン 

「第２期度会町人口ビジョン」と同様の条件
（2030 年までに合計特殊出生率が 1.8 まで回復、
2050 年までに社会動態が移動均衡状態まで改善
＋毎年１家族の転入） 

－ 

社人研推計 

（2023） 
国立社会保障・人口問題研究所が 2023 年に公表
した本町の将来人口推計結果 

国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口 
令和５(2023)年推計」 

住基補正 

推計 
社人研推計（2023）を基準に、本町の 2020～2024
年の人口動態を加味して補正した推計結果 

度会町住民基本台帳人口（2020
～2024 年、各年 10/1 時点） 

 

総人口については、2030 年頃から、現行人口ビジョンそれ以外の推計で乖離が生じ始めて

います。2030 年以降の推計条件に違いがあることが要因として考えられますが、2025 年時点

でも現行人口ビジョンとそれ以外の推計で若干の差が生じており、目標人口に沿った人口減少

対策はうまく進んでいない可能性が想定されます。 

 

図表２８｜総人口の比較 

  
 

※現行人口ビジョンは 2060 年までの推計結果となっています。 

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

現行人口ビジョン 8,309 7,844 7,417 7,012 6,619 6,227 5,870 5,545 5,254 4,997

社人研推計（2023） 8,309 7,847 7,331 6,783 6,228 5,670 5,108 4,572 4,051 3,560 3,098 2,666

住基補正推計 8,309 7,847 7,337 6,818 6,173 5,600 5,055 4,537 4,023 3,538 3,081 2,662
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年少人口については、現行人口ビジョンの値が大幅に上回っています。現状として、現行人

口ビジョンの推計時に設定した合計特殊出生率（2030 年時点で 1.8）に届いていないことが要

因として考えられます。 

なお、住基補正推計が社人研推計よりも高い値となっている背景については、子どもの転入

が多くなっている近年の社会動態が反映されているものと考えられます。 

 

図表２９｜年少人口の比較 

  
 

 

生産年齢人口については、2025 年頃までは各推計はほぼ同水準ですが、2030 年以降より差

が広がっています。 

現行人口ビジョンでは 2050 年の移動均衡状態（転入と転出の合計が０となる状態）に向か

って社会動態が改善する条件を設定していましたが、社人研推計及び住基補正推計はおおよそ

現在と同じ状況が継続する条件となっているため、現行人口ビジョンより差が生じているもの

と考えられます。 

 

図表３０｜生産年齢人口の比較 
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老年人口については、各推計はほぼ同水準ですが、現行人口ビジョンが他の２推計と比べて

若干老年人口が少なくなっています。想定される要因として、社人研推計及び住基補正推計で

採用している生残率は平均寿命の延伸が加味されており、死亡数が若干減少している可能性を

挙げることができます。 

 

 

図表３１｜老年人口の比較 

 
 

  

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

現行人口ビジョン 2,647 2,756 2,780 2,722 2,609 2,518 2,365 2,179 1,985 1,792

社人研推計（2023） 2,647 2,837 2,886 2,861 2,773 2,723 2,578 2,402 2,177 1,924 1,699 1,470
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（６）現状分析のまとめ 

①自然増対策について 

本町では、出生数の減少が続いており、自然増減は⾧年にわたりマイナスとなっています。

合計特殊出生率は 1.42 と県内では上位ですが、人口維持に必要な水準には届いておらず、特

に男性の未婚率の高さや晩婚化の進行が課題です。また、有配偶者間の出生率も全国や県より

低く、結婚後の出産・子育てへの支援も必要とされています。 

こうした課題に対応するため、若年層への結婚支援を強化するとともに、出産・子育てへの

切れ目のない支援体制の整備が重要です。具体的には、婚活イベントや結婚新生活支援金の拡

充、産後ケアや子育て相談の充実、保育料助成などを通じ、子育てしやすい環境を一層充実さ

せる必要があります。さらに、ライフプラン教育やキャリア支援により、若い世代が将来を前

向きに描けるよう後押ししていく支援も必要です。 
 

②社会増対策について 

本町では、15～29 歳の若年層を中心に転出超過が続いており、進学・就職を機に町外へ移

る傾向が強まっています。一方で、30～40 歳代や子どもの転入が見られ、生活環境や子育て

支援の評価がうかがえます。また、昼間人口が夜間人口より大幅に少ないことから、町内就労

機会の不足も課題となっています。 

これらの課題に対応するため、U・I ターン支援や定住促進策の充実が必要です。地元や近隣

市町の企業と連携した就職支援、移住者向け情報発信、住宅支援制度の整備に加え、子育て支

援の充実などの取り組みを通じて、伊勢志摩圏域におけるベッドタウン的な性格を有した、住

み心地の良いまちづくりを進めていくことが重要となります。 
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３ 度会町における人口の将来展望 

（１）推計パターンの考え方 

 

図表３２｜推計パターンの一覧 

 
パターンａ 

（前回と同条件） 
パターンｂ 

（前回と同目標） 
パターンｃ 

（移動均衡実現） 
パターンｄ 

（出生率向上） 

概要 

最 新 の 社 人 研 推 計

（2023 年）をベース

に、現行人口ビジョン

において採用した条

件に基づいて推計 

最新の社人研推計を

ベースに、現行人口ビ

ジョンが 2060 年に目

標としていた人口を

達成する条件で推計 

最新の社人研推計を

ベースに、2060 年時

点で人口4,110 人を達

成する条件で推計 

最新の社人研推計を

ベースに、2060 年時

点で人口3,700 人を達

成する条件で推計 

出生の 

仮定 

合 計 特 殊 出 生 率 が

2030 年まで に 1.80

（希望出生率）まで上

昇し、それ以降は 1.80

として一定の値で推

移すると仮定 

合 計 特 殊 出 生 率 が

2030 年までに 1.80 ま

で上昇し、それ以降は

1.80 として一定の値

で推移すると仮定 

合計特殊出生率は社

人研仮定値（1.32～

1.41 で推移）を採用 

合 計 特 殊 出 生 率 が

2040 年までに 1.80 ま

で上昇し、それ以降は

1.80 として一定の値

で推移すると仮定 

死亡の 

仮定 
最新の社人研推計において仮定値として設定された生残率を採用 

移動の 

仮定 

純移動率が 2050 年時

点で均衡状態（ゼロ）

になるよう、2020～

2045 年の純移動率を

漸増として調整。 

毎年１世帯（30 歳代夫

婦と 10 歳代子ども１

～２名）の転入を想定 

純移動率が 2040 年時

点で均衡状態（ゼロ）

になるよう、2020～

2035 年の純移動率を

漸増として調整。 

毎年２～３世帯（30 歳

代夫婦と 10 歳代子ど

も１～２名）の転入を

想定 

純移動率が 2050 年時

点で均衡状態（ゼロ）

になるよう、2020～

2045 年の純移動率を

漸増として調整 

最新の社人研推計に

おいて仮定値として

設定された純移動率

を採用 
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（２）推計パターンの比較 

図表３３｜総人口の比較 

 
 

 

図表３４｜０～14 歳人口の比較 

 
 

  

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

社人研推計（2023） 7,847 7,331 6,783 6,228 5,670 5,108 4,572 4,051 3,560 3,098 2,666

推計パターンａ 7,847 7,377 6,931 6,478 6,029 5,591 5,187 4,821 4,498 4,215 3,964

推計パターンｂ 7,847 7,412 7,009 6,606 6,215 5,851 5,527 5,234 4,983 4,769 4,583

推計パターンｃ 7,847 7,337 6,820 6,310 5,818 5,354 4,919 4,504 4,117 3,758 3,428

推計パターンｄ 7,847 7,342 6,842 6,227 5,698 5,194 4,708 4,216 3,748 3,307 2,910

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（人）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

社人研推計（2023） 878 727 592 499 443 391 339 283 237 201 174

推計パターンａ 878 763 693 653 628 583 556 530 518 513 513

推計パターンｂ 878 782 733 701 687 657 652 647 646 645 646

推計パターンｃ 878 756 643 558 508 467 433 394 358 330 310

推計パターンｄ 878 760 670 619 606 582 548 491 438 398 377

0

200

400

600

800

1,000
（人）
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図表３５｜15～64 歳人口の比較 

 
 

 

図表３６｜65 歳以上人口の比較 

 
 

 

  

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

社人研推計（2023） 4,132 3,718 3,331 2,956 2,505 2,139 1,831 1,590 1,399 1,198 1,023

推計パターンａ 4,132 3,728 3,382 3,075 2,720 2,485 2,307 2,200 2,137 2,063 2,013

推計パターンｂ 4,132 3,744 3,426 3,169 2,873 2,708 2,585 2,504 2,477 2,447 2,442

推計パターンｃ 4,132 3,741 3,398 3,083 2,711 2,431 2,200 2,013 1,887 1,812 1,713

推計パターンｄ 4,132 3,741 3,341 2,941 2,472 2,118 1,825 1,575 1,379 1,232 1,104

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
（人）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

社人研推計（2023） 2,837 2,886 2,861 2,773 2,723 2,578 2,402 2,177 1,924 1,699 1,470

推計パターンａ 2,837 2,886 2,855 2,750 2,681 2,522 2,325 2,091 1,844 1,639 1,438

推計パターンｂ 2,837 2,886 2,850 2,736 2,655 2,486 2,290 2,083 1,860 1,677 1,495

推計パターンｃ 2,837 2,840 2,779 2,669 2,599 2,456 2,286 2,096 1,872 1,617 1,404

推計パターンｄ 2,837 2,840 2,831 2,668 2,620 2,494 2,336 2,150 1,930 1,677 1,428

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（人）
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（３）将来人口のめざす方向 

本町の将来人口のめざすべき方向性として、施策による人口シミュレーションのパターンＣで

設定する以下の条件の到達をめざし施策を実施することで、人口減少の影響を軽減することに努

めます。 

 

 

 

 
 

 

図表３７｜度会町の将来人口のめざす方向 

 

  

7,847

7,337

6,820

6,310

5,818

5,354
4,919

4,504
4,117

3,758
3,428

7,847

7,331

6,783

6,228

5,670

5,108

4,572

4,051

3,560

3,098

2,666
2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

第３期目標人口

社人研推計

（人）

めざす将来人口

人口減少対策を講じ

ない場合の将来人口

【自然減の抑制】 
・現状と同程度の水準（社人研が公表する 1.3～1.4 程度）を維持 

【社会減の抑制】 
・2050 年までに転入と転出の差が均衡状態（ゼロ）になるよう社会動態を改善 

2060 年で約 4,100 人、2070 年で約 3,400 人の人口水準を維持 
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図表３８｜年齢別の将来推計 

 

▼15 歳未満人口の将来推計結果  ▼15～64 歳人口の将来推計結果 

 
 

 

▼65 歳以上人口の将来推計結果  ▼75 歳以上人口の将来推計結果 
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